
第３号様式（第15条関係）

事業者排出壁間'１減報告書

～1122 

工坦全体 圏捌失矼力の砥減をⅨ

政211日⑨【磁化bI剖換、

騨雲騨毫 韓蕾韓薑

注１麟当するロには、レ印を妃入してください．特定事塾者以外の事頻祇の方Iまし印の配入は不要です．

２「基準年度』とは８１回lUI1lOの胸年度を、「ロ楓年度」とはﾛﾄ画期110の段協年度を、「０８告年度」とI±8+固期IHIのうち．今回０８告の対象となる年度をいI'､虫十・

３「事粟Ｒｆ等排出区分」とは京都府内の事実所埣の事棄活動のためのエネルギーの使用に伸し蝿生する畑轍効処ガスを、「柏遊血両排出区分」とは自動車運送事典石については使用の本甚の位囮を京都府内とする巾阿
の排出する沮宝効果ガスを、峡逝事典巻については保有する貨物血肉又は味客立阿の排出する恒志勧果ガスを、「その他IJF出区分」とは上妃以外の京都府内における本寮Ff悴の中窪活動に伴い発生する■竃効果ガス
をいいます。

４「原単位当たりの囲宝効果ガス排出且写」の「用途区分」６二は、００工栂、事臣所などの用途を記入してください．「原単位の播祖」には、分子の「二Br化倒粛換算」の下に分母となる柑俎（牢速飴■・砥ぺ願西
田、走行距丘等）を正入してください．

５「そのg1の地球沮皿化対筑による凹室mbHLガスの刷城、:？」のうち「轟林の隈全及[函旧」の『日揮年度（叶西）」梱には叶因期間中の目楓の累計を．「幅告年血（宴騒）」梱には爽笛の累計を凪入してください．

or特乞中ｴﾛ」には、平凪２年度（１９９０年度）を岳申とした排ltIHの対比や．省エネ製品､9発など他者の沮蛮効果ガス排出1W減への貫畝、グリーン国連の採用．特定フロンなどの条例11,定外の皿蛮効果ガスの削減
などを記入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる巾務
所の所在地）

〒２５０－０８６２神奈川県小田原市成田７２１

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
変者の氏名）

ユアサ化成株式会社代表取締役社長吉田隆正

事業者の主たる
業種

鉛蓄電池及び鉛蓄趣池部品の製造

鮫当する事業者
要件 厩京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号麟当事業者（大規模エネルギー使用率業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

に

原

京都府地球沮暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号麟当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第４号麟当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上〕）

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針 全部門で当工場のISO14001環境マネジメントシステムを基に、エネルギー消費効率の改善及び節電を図D、３％の温室効果ガス排出丘の削減を目指す。

推進体制 京都長田野工場長を統括責任者とするISO14001推巡体制を基に地球温暖化対策の推進管理システムを構築する。

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯ１４００１ 

適用範囲 京都長田野工場

取得年月日 平成16年１月９日

年度ごとの具体
的な取組及び楢
皿の状況

年度

1120～H2２ 

H20～H2２ 

Ⅱ20～1122 

股燗、対象、工程等

製造部門

製造部門

工場全体

措囲内容

製造工程に於ける生産効率向上による尅気使用且､Ｉ四Ｌ（例えば、IlIim当たりの印刷回数昭）

生産設備典約Bliに大型染座１，を廃止し、小型集塵槻へのﾘﾘｭ約を行い冠気性111丘削減。

変駐設備高圧トランスⅡpi及びＩ､股時に効率タイプを導入し、変圧IEI捌失駐力の低減を因る。

iEI室効果ガスの
排出丘等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基率年度（実翫）

(Ｈｌ９）年度
(二H2化庚粛換節）

目標年度（計画）

(Ｈ２２）年度
(二硬化Zil嚢供jH）

墹減率
(計画）

報告年度（実績）

(Ｈ２１）年度
(二酸化吸粛UQ＃）

墹減率
(実績）

30474ｔ 3,370ｔ -3.0％ 2,483.4ｔ -28.5鈴

ｔ ｔ 飴 ｔ 兇

ｔ ｔ 船 ｔ 船

心１3,474.0ｔ ・２30370.0ｔ -3.0％ ＊４2,483.4ｔ -28.5船

H21年度は基準年度に対し、一部生産ラインで大幅な物赴減少があり、使用愈力が減少（32.6%）し、ＣＯ２は28.8％減少し
た。しかし、ＣＯ２の減少はコンプレッサー等の集約による減少よりも、生産物量減の効果が大きかった。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出匙等

用途区分 原単位の指標

工場
二酸化炭緊換迩

二酸化炭素換互

二酸化炭素換互

実績に対する自己評価

基璽年度（実績） 目標年度（計画） 噌城率（計画） 報告年度（実績） 墹減率（突紙）

1．８１ 
t/百万円（生産

売り上げ高）
1．７５ｔ/百万円 -3.3飴 1．８８Ｌ/百万円（生産売り上げ高） 3.9船

兇 飴

兇 兇

H21年度は基地年度に対し、物量減少により、売り上げが約31.5％減少に対し、ＣＯ２削減は28.8％減にとどまり、原単位あたりの
ＣＯ２排出且が3.9%悪化した。生産物戯は減少したが、生産機種が増え、生産性が悪化した為、原単位としては悪化した。尚
生産戯減少に伴い、コンプレッサー等の集約を行ったが、原単位改善には至らなかった。

その他の地球温
噸化対策による
温室効果ガスの
削減蛍等

対策等の区分

森林の保全及び駐側

府内室の木材の利用

自然エネルギーを利用した尅力
又は熱の供給

グリーン電力の鰯入

家庭における楓室効果ガス排出
趾の削減効果分のHH入

削減量等合計

･目標年度（計画）
取juH③ (二酸化k閃l素換算）

(苧回而碩） hＢ 吸収団 ｔ 

(利用Ｈ） ｍ、 劇減赴） 上

(売矼且） kph 刷域且） ｔ 

(熟供給且） GＪ rW戚且） ｔ 

(ﾛi入、） kwｈ 削減皿） ｔ 

(剛入且） ｔ (､Ｉ奴且） ｔ 

＊３ｔ 

報告年囲 (実績）
取組且坤 (二酸化!＃1秦換卸）

益ＭＨ而埴） hａ (吸収且） ｔ 

利用且） 庇IＤ (朗械皿） ｔ 

兄愈且） kwｈ (､1減且） ｔ 

鼎供給且） GＪ (1W滅凰） ｔ 

購入皿） kwｈ (111減且） ｔ 

【隣人且） ｔ (1W城且） ｔ 

●５ ｔ 

差引排出壁

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実繍）

＊１ 3,474.0ｔ 

目標年度（計画）

1屯)-(･3130370.0ｔ

墹減申（計画）

-3.0％ 

報告年度（実績）

(判)－[●5） 2,483.4ｔ 

珊減率（突紬）

-28.5％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

工場周辺の美化作業並びに廃棄物の分別再資源化

特記瓢項


